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事業の今後のあり方等に関する県民等の意識について 
 

県民等の琵琶湖森林づくり県民税や事業に対する認知度、森林づくりへの理解度や期待などを把握

し、今後の県民税のあり方等について検討するためのアンケート調査を実施した。 

 

１ 県民アンケート 
（１）調査設計 

調査地域 県内全域 

調査対象 県内に住む満 18 歳以上の男女 

標本規模 3,000 人 

抽出方法 選挙人名簿から層化二段無作為抽出法で抽出 

調査期間 令和元年７月～８月 

回答数 1,329（回収率 44.6％） 

 

（２）結果概要 
① 森林の多面的機能の認知 
問 森林は、環境の保全や土砂災害の防止、水をたくわえたり、地球温暖化を防止するなどの様々な公

益的機能により、私たちの暮らしを支えてくれています。あなたはこのことについて知っていまし

たか。 

 
約９割が知っていたと回答。 

 

② 森林の多面的機能低下に対する意識 
問 近年、林業生産活動の低迷等により、森林所有者による森林の手入れ不足などが原因で荒廃し、森

林のもつ様々な公益的機能が低下することが心配されています。あなたはこのことについて知っ

ていましたか。 

 
約７割が認知。 

 

知っていた 知らなかった 無回答

91.4 7.6 0.9
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知っていた 知らなかった 無回答

74.9 24.6 0.5
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③ 健全な森林の継承について 
問 森林を健全な姿で未来へ引き継ぐことについて、必要と思いますか。 

 
ほとんどの県民が必要性を認識 

 

④ 琵琶湖森林づくり県民税の認知度 
問 滋賀県では、平成１８年度から、住民税に上乗せする形で県民の皆さまから「琵琶湖森林づくり県

民税」をいただき、「環境重視」と「県民協働」の視点に立った森林づくり事業に取り組んでいま

す。このことについて、あなたは、どの程度ご存じですか。 

 

認知率は 27%程度で推移 

 

⑤ 琵琶湖森林づくり県民税の継続 
問 令和２年度（2020 年度）以降も「琵琶湖森林づくり県民税」を継続して、琵琶湖と人々の暮らし

を支える森林づくりを行うことについて、どのように思いますか。 

 
約７割が賛成と回答 

 

必要と思う 必要と思わない 無回答

98.2 1.1

0.7
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琵琶湖森林づくり

県民税を徴収されて

いること、その税を

活用して森林づくり

事業を実施していること

の両方を知っている

琵琶湖森林づくり

県民税を徴収されて

いることのみを

知っている

森林づくり事業を実施

していることのみを

知っている

どちらも知らない 無回答

今回調査全体
（N=2551）
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平成27年度調査
全体（N=2997）
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平成25年度調査
全体（N=3037）

30.7

平成21年度調査
全体（N=3509）
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平成18年度調査
全体（N=3160）
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72.2
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賛成する 反対する 分からない 無回答

68.7 4.0 25.1 2.2
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3 

 

⑥ 事業別の継続認識 
【人工林の整備】 

 
【里山の整備】 

 

【間伐材の利用促進】 

 

【県民の協働による森林づくり推進】 

 

【県産材（びわ湖材）利用促進】 

 

【森林環境学習「やまのこ」事業】 

 

【森林動物対策（シカ捕獲等）】 

 

 

続けた方がよい 続けなくてよい 分からない 無回答

71.4 2.4 25.6 0.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

72.4 2.4 24.9 0.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

71.3 2.6 24.5 1.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

69.7 2.9 25.8 1.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

71.7 3.2 23.7 1.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

75.3 2.6 20.4 1.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

71.3 3.6 23.8 1.3
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⑦ 琵琶湖森林づくり県民税の使途について 
問 琵琶湖森林づくり県民税の使い道として、特にどの様な森林づくりの分野に充てるのが望ましい

とお考えですか。（○は４つまで） 

 

「森林資源の循環利用」、「災害に強い森林づくり」、「間伐の実施」、「里山の手入れ」、「担い手の確保」

が高い結果となった。 

 

  

針葉樹と広葉樹が入り混じった生態系豊かな森林へ導くための環境林整備や、

森林吸収源対策としての手入れ不足の人工林に対する間伐の実施

近年頻発する気象災害に対応するための危険木の伐採など、

災害に強い森林をつくっていく取組み

水源かん養機能高めるため、伐採年齢を７０～８０年に延ばす長伐期林への誘導

森林資源の循環利用（「植える」→「育てる」→「使う」→「植える」というサイクル）を促進し、

新たな世代の若く活力ある森林をつくっていく取組み

再生可能な地域資源であり、二酸化炭素の固定による

地球温暖化防止のための県産材の利用拡大や搬出路の整備

県民の利活用を図るため、荒廃している里山林の手入れ

森林の価値や森林づくりの意義などを説明し、森林づくりへの関心や参加を促す活動

ＮＰＯやボランティアなど県民による森林づくり活動への支援や、

県民が森林づくり施策に参画できる仕組みづくりなど、県民協働による森林づくり

木の温もりや良さを体感する機会を県民の皆さんに提供したり、ＰＲする活動

次代の森林を支える青少年を育成するための森林環境学習

森林づくりの担い手としての森林所有者、後継者、森林組合従事者の育成、確保

森林への被害が著しい野生鳥獣（シカ、カワウなど）に対して、森林を守るための施策

滋賀県人工林面積の約１／３を占める県、市町、造林公社等が管理している公的な

森林に対する地球温暖化防止や水源かん養等公益的機能を維持増進を図るための施策

木質バイオマス利用をはじめ技術開発などによる森林資源の新しい活用

その他

無回答

45.6

53.7

8.0

54.9

21.8

32.7

6.7

16.0

11.2

15.7

27.6

21.9

13.8

12.9

3.0

3.8

0％ 20％ 40％ 60％ 80％

全体（N=2551）



5 

 

２ 市町アンケート 
全 19市町に対し、琵琶湖森林づくり県民税の実施の有無、有効性や継続についての意向をアンケー

トにより調査した。 

 

（１）結果概要 
① 琵琶湖森林づくり県民税による取組の継続について 

 

 

② 事業別の有効性認識 
【人工林の整備】 

問：貴市町の森林が良くなったと感じますか。 

 

【里山の整備】 

問：貴市町の森林が良くなったと感じますか。（事業実施市町のみ対象） 

 

【県民の協働による森林づくり】 

問：住民の皆様へ、森林づくりへの理解を促し、主体的に関わるきっかけとして有効と思いますか。 

 

賛成する 反対する

19 0

0件 5件 10件 15件

良くなったと感じる 以前と変わらない 悪くなった
該当なし（整備すべき
人工林がない）

11 3 0 5

0件 5件 10件 15件

良くなったと感じる 以前と変わらない 悪くなった

10 4 0

0件 5件 10件

有効だと思う おおむね有効だと思う 有効だと思わない

6 13 0

0件 5件 10件 15件


